
白井市で活躍する市民活動団体の情報や、コミュニティ活動に
役立つまちサポのイベント・セミナーについて発信しています。

トピック
• 夏休みワカモノNPO体験2025体験シェア会
• 夏休みワカモノNPO体験会2025
• 登録団体イベント情報
• まちサポ通信アンケート
• まちボラひろば2025予告

今年の夏休みワカモノNPO体験会は延べ53名が活動に参加し、無事終了しました。
体験したことの感想や興味を持ったことなどを参加者同士で話し合う「みんなで体験シェア会」が８月３１
日（日）東庁舎1F多目的スペースにて開催されました。笠井市⾧もご参加いただき、ひと言ご挨拶をいただ
きました。シェア会には11名のワカモノが参加。体験内容や感想を語ってもらい、ボランティア証明書を一
人一人に授与しました。その後、作戦会議!「みんなでしろいの今後について考えてみよう」と題し、３
チームに分かれて、ワークショップを行いました。今後、地域でやってみたいことなど、参加団体の大人も
加わり、熱いトークが展開されました。今後まちサポでは、若者がまちづくりについて語り合う場を定期的
に開催していく予定ですので、若い世代の方々の積極的な参加をお待ちしています!

40人近くの子どもが集まり、7班に分かれてしろいのまちづく
りについて考えました。今回、おもしろいタウンの活動に参加
したのは、まちづくりや地方創生の勉強をしている大学生２名。
子どもたちの熱心な取り組みに驚いていました。

清水口保育園、AIAI NURSERY西白井、白井
保育園での「こいのぼりトンネル」に高校生と
大学生が参加しました。大きく膨らんだこいの
ぼりの中で一緒に楽しんでいました。

まちボラひろば

https://shiroi-machisapo.roukyou.gr.jp



フードパントリー仕分け作業。
地元の農家さんや協力企業から提供していただいた食料品を、
配布予定の家庭ごとに仕分け、袋詰めをする作業を、中学1年
生から高校3年生までの9名が体験しました。

「子ども食堂のお手伝い」の体験に高校生3人と
大学生2人が参加しました。最初は心配そうにし
ていましたが、だんだん上手に調理の手伝いをで
きる様になりました。

10名のワカモノにお祭りの裏方体験をしてもらいました。朝
の会場設営から、協賛者名の取り付けや、本部席でのいろい
ろな問い合わせ対応、ゴミの片づけ等、裏方を体験する事で、
夏のイベントづくりの大切さを知りました。

『水草バスターズin平塚』
北総地域の環境を保全、再生する活動を続けているNPO法人しろ
い環境塾が行う、特定外来水生植物「ナガエツルノゲイトウ」の
駆除活動に、中・高・大学生と保護者を合わせて５名が参加しま
した。

しろいワクワクひろばの子ども農園にて、大根の種まきや、
花の苗木植え、カボチャの収穫等が行われました。2名の若者
ボランティアには畑の草取りから頑張ってもらいました。

「くじ・光物の販売体験」清水口夏まつり。
白井子ども劇場は、子どもの豊かな成⾧をめざして親子で
楽しめる鑑賞会や様々な体験活動を３０年以上行っていま
す。今回は夏祭りでくじ・光物の販売・接客を中１から高
１までの４人の若者が手伝ってくれました。

＜中谷宇吉郎雪の科学館友の会＞雪と氷のワークショップ
NPO体験会参加の４名は雪の科学館友の会運営スタッフとして協
力。雪の結晶（レプリカ）のスマホ撮影、氷つり、氷の中の花
（チンダル像）、氷のペンダント作りなど、各テーブルの参加者
は笑顔にあふれ無事イベントは終了しました。

「あっちゃんも、」読み聞かせ上映会のイベント運
営を大学生と中学生の２名がお手伝い。会場案内か
らイベント進行補助など二人とも初めての体験でし
たが、団体の指示に従ってしっかりと作業を行い、
大変感謝されていました。

みなさん、お疲れ様でした。
また、来年お会いしましょう！

神崎川夏休み親子観察会には中学生と高校生の
２名が参加。参加者と一緒に活動して、川に入っ
て子どもたちを見守りながら、生きものの採捕を
楽しんでいました。また、採捕後は講師の話を聞
きながら、生きものを熱心に観察していました。

子どもたちの自習と遊びの時間を交互に行う「遊べる自習室」活
動の運営スタッフとして体験会に参加したのは女子大生１名。今
回は勉強に熱心に取り組む中学生のお相手をしましたので、現役
大学生の強みを生かして全力で勉強を教えていました。


